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第19回
生まれ方と生き方

今回は特別に、京都大学百周年時計台記念館にて開催しました。

また、第17回に引き続き文学部3回生の岡本 考生さんに「生まれ方と生き方」をテーマ
にテキストを執筆してもらい、話題提供をお願いしました。世話人は宇佐美 文理 教授で
す。

使用テキストに綴られた物語は、「技術革新の凄まじい、なんでもロボットが願いを叶え
てくれるエリア」と「年中内戦が絶えないエリア」と「大変平凡なエリア」の3つのエリ
アに分かれた国が、自国民の行動を監視・記録した上で、25年毎に「善行」と「悪行」
の質と量により国民を3つのエリアのどこかに振り分けようとする、というものでした。
談議の冒頭では、この国の仕組みが仏教の「輪廻転生」に似ている、という指摘から
「宗教において『罪』はどのようなものか、何が『罪』とされるのか、如何にして『罪』
から救われるのか」といった話題になりました。
また、生まれたときの環境によってその後の人生がほとんど決まってしまう、というこ
の物語が「現代社会への風刺」ではないか、という指摘が飛び出し、そこから「大学で
勉強できる自分は恵まれている立場にあり、そのことが後ろめたい」という発言に、一
同考えさせられたようでした。
最後に、「3つのエリアで用いられる善悪の基準が同じであることが問題なのではないか」
という指摘から、法律や法律以前の倫理に関するあり方についての議論になるなど、
様々な切り口から話が盛り上がった回となりました。

話題提供者

談議メモ

2024年8月3日
百万遍談議　開催報告

岡本 考生（文学部3回生）

参加者 ： 7名
[内訳]
1回生3名（文学2・農学1）
3回生2名（文学・総合人間学）
4回生2名（法学）




